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東
京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

「
学
ぼ
う
、
感
動
を
！
」展
覧
会

　
10
月
17
日
㈭
か
ら「
東
京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム　
学
ぼ
う
、
感
動

を
！
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
東
京
の
国
立
施
設（
昭
和
館
・
し
ょ
う

け
い
館
・
平
和
祈
念
展
示
資
料
館
）に
よ
る
戦
争
に
関
連
し
た
展
示「
３
館

同
時
企
画
展
」も
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。�

■
問
／
福
島
県
歴
史
資
料
館　
☎
５
３
４
ー
９
１
９
３

■
対
象
者
／
次
の
全
て
を
満
た
す
方

❶�

令
和
元
年
10
月
１
日（
基
準
日
）現

在
、
本
市
に
継
続
し
て
１
年
以
上

住
民
登
録
が
あ
る
方

❷�

基
準
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を

監
護
し
、
生
計
が
同
一
の
父
か
母
。

も
し
く
は
父
母
に
監
護
さ
れ
な
い

子
ど
も
を
監
護
し
、
生
計
を
維
持

す
る
方

❸�

❷
の
う
ち
、前
年
の
所
得
が
高
い
方

❹�

❸
の
方
で
前
年
の
所
得
が
、
児
童

手
当
の
所
得
制
限
の
額
未
満
の
方

※�

児
童
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
く
施
設

に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も（
２
カ

月
以
内
の
短
期
入
所
契
約
は
除

く
）と
里
子
は
対
象
外
で
す
。

■
申
請
方
法
／
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、11
月
上
旬
に
申
請
書
な
ど

を
郵
送
し
ま
す
。必
要
事
項
を
明
記
の

上
、令
和
元
年
12
月
31
日
㈫
ま
で（
当

日
消
印
有
効
）郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
／
基
準
日
現
在
、
住
民
登

録
の
あ
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
１

人
当
た
り
１
万
円（
年
額
）

■
支
給
時
期
／
審
査
を
経
て
支
給
要

件
に
該
当
し
た
方
に
は
、
令
和
２
年

３
月
下
旬
に
支
給
し
ま
す（
予
定
）。

■
問
／
こ
ど
も
政
策
課

　
　
　
☎
５
２
５
―
３
７
６
７

　
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
の
福
島
県

訪
問
が
福
島
市
役
所
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
出
発
式
に
参
加

し
て
た
く
さ
ん
の
絵
本
と
触
れ
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
10
月
30
日
㈬
午
前
10
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
内
容
／
室
内
で
開
催
す
る
お
は
な

し
会（
紙
芝
居
と
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
）、車
内
積
載
の
絵
本
の
閲
覧
な
ど

■
申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で
参
加

人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
・
問
／
幼
稚
園
・
保
育
課

�

☎
５
２
５
―
３
７
５
０

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　
平
成
11
年
７
月
に
福
島
県
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
積
ん
だ

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
全
国
の
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
学
校
や
図
書
館
、

書
店
な
ど
を
訪
問
し
、
お
は
な
し

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
17
～
27
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
／
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
小
学
生
が
調
べ
た
学
習
成

果
や
本
県
ゆ
か
り
の
人
な
ど
、
戦
後

復
興
の
象
徴
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
資
料
を
展
示

■
主
催
／（
公
財
）県
文
化
振
興
財
団

■
３
館
同
時
企
画
展

・�

昭
和
館「
戦
中
・
戦
後
の
く
ら
し

福
島
展
」

・�

し
ょ
う
け
い
館「
し
ょ
う
け
い
館

（
戦
傷
病
者
史
料
館
）－福
島
展

－」

・�

平
和
祈
念
展
示
資
料
館「
平
和
祈

念
展
in
福
島
」

■
内
容
／
本
県
に
関
わ
る
戦
中
・

戦
後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
資
料

や
戦
傷
病
者
に
ま
つ
わ
る
資
料
、

満
州
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
関
す
る

貴
重
な
資
料
を
展
示

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
手
当

の
支
給
手
続
き
を
開
始
し
ま
す

無料

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
が

福
島
市
役
所
に
や
っ
て
く
る
！

無料

▶
昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
男
子
マ
ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
ル

　
円つ
む
ら
や谷
幸こ
う
吉き
ち
選
手

　
（
円
谷
幸
吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
提
供
）

▲昭和20年、現パセオ通り東側に食料不足
を補うために作られた菜園

　（米国立公文書館提供）

▲絵本と触れ合う子どもたち

◀約550冊の
　本を積んだ
　キャラバンカー

　
元
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
吉
田
沙
保

里
さ
ん
に
よ
る「
迷
わ
な
い
力
～
夢

を
実
現
す
る
た
め
に
私
が
続
け
て
い

る
こ
と
～
」が
テ
ー
マ
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
１
時
10
分
～
４
時 

■
と
こ
ろ
／
パ
ル
セ
い
い
ざ
か

■
定
員
／
１
５
０
０
人（
応
募
多
数

の
場
合
抽
選
）

■
申
し
込
み
方
法
／
11
月
１
日
㈮
ま

で（
当
日
消
印
有
効
）に
往
復
は
が
き

の
往
信
裏
面
に
❶
参
加
を
希
望
す
る

方
の
氏
名
・
ふ
り
が
な（
１
枚
に
つ

き
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
）❷
郵
便

番
号
・
住
所
❸
電
話
番
号
❹
手
話
通

訳
の
希
望
の
有
無
❺
託
児（
２
歳
以

上
の
未
就
学
児
が
対
象
）の
希
望
の

有
無
と
、
希
望
の
場
合
は
託
児
す
る

お
子
さ
ん
の
年
齢
を
、
返
信
表
面
に

住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
郵
送
で

■
申
・
問
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー　
〒
９
６
０
―
８
０
３
５　
本

町
２
―
６　
☎
５
２
５
―
３
７
８
４

県
男
女
共
生
の
つ
ど
い・市
男
女
共
生
セ
ミ
ナ
ー

「
吉
田
沙
保
里
さ
ん

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

無料
▲吉

よし
田
だ
沙
さ
保
お
里
り
さん

スイスとベトナムのグルメ・文化を楽しもう！
ホストタウンフェスティバルを開催

　東京2020大会をきっかけに、大会参加国や地
域と交流する「ホストタウン」。本市の交流相手国
「スイス」と「ベトナム」の雰囲気が楽しめます。
　皆さんぜひお越しください！
■問／�東京オリンピック・パラリンピック�

競技大会福島市推進室　☎563−5660

■と　き／午前10時～午後４時
■ところ／
　街なか広場、まちなか交流スペース
■オープニングセレモニー／
　午前10時　街なか広場ステージ

ベトナム
（ところ／街なか広場）

★ステージイベント★
・伝統楽器トゥルンの演奏
・民族衣装「アオザイ」ファッションショー
・福島大学生のバンブーダンス、よさこい
・Vポップカラオケ大会

★ブース出展★
・「フォー」などの
　ベトナム料理
・ベトナム雑貨

スイスバージョン
つるし雛

作成体験コーナー

スイス
（ところ／まちなか交流スペース）

■受け付け／午後２時まで
スイス国旗やエーデルワイス
のつるし雛を作ってみよう！ グルメコーナー

写真撮影コーナー

チーズを使った料理
などを販売します！

アルプスの雄大な自
然を背景に写真を
撮ってみませんか？

11/4
（月・休）

？ ？スイスってどんな国？ ベトナムってどんな国？
　日本から飛行機で約12時間の、中央ヨー
ロッパの国です。日本との時差は−８時間。
　雄大なアルプスが広がるスイスは「アル
プスの少女ハイジ」の舞台となったことで
有名。

　日本から飛行機で４〜７時間の、
東南アジアの国です。日本との時
差は−２時間。
　食べ物では「春巻き」「バインミー
（ベトナムサンドイッチ）」「ベトナ
ムコーヒー」などが有名。

　東日本大震災と原発事故以降に「スカイスポー
ツ国際交流フェスティバル」「ルツェルン・フェス
ティバル・アーク・ノヴァ2015in福島」の本市開
催などを通じて、スイスに復興支援をしていただ
きました。これが縁となり、平成28年12月にホ
ストタウン登録が決定しました。

　本市在住のベトナム人は293人（令和元年８月
末現在）と、過去５年で６倍に増えて急激にその
数を伸ばしています。また、ベトナム女子サッ
カー代表合宿の本市開催など、地域活性化やイン
バウンドの推進、交流人口の拡大が図れるため、
令和元年６月に新たに登録が決定しました。

防災と災害情報メールマガジンをご利用ください　
災害情報などをお知らせするメール配信サービスを行っています。メールアドレスを登録すると、
情報を受け取ることができます。 � ●問／危機管理室　☎525－3793 スマートフォン用 携帯用

臨時災害
ラジオ放送

万一災害が発生した場合、市では、ＦＭポコ（76.2MHz）を「臨時災害ラジオ放送局」として、避
難所やライフラインなどに関する緊急情報をお知らせします。�●問／危機管理室☎525−3793


